
1 

 

愛知･名古屋 2026大会における遠隔同時通訳拠点設置運営業務委託仕様書 

 

１ 業務名 

愛知・名古屋 2026 大会における遠隔同時通訳拠点設置運営業務委託 

 

２ 業務の概要 

（１）目的 

   公益財団法人愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会（以下「委託

者」という。）では、2026年に開催される第 20回アジア競技大会(2026/愛知・名古

屋)（以下「アジア競技大会」という。）及び愛知・名古屋 2026アジアパラ競技大会

（以下「アジアパラ競技大会」という。）の準備及び運営に関する事業を行っている。 

   アジア競技大会及びアジアパラ競技大会期間中、報道関係者向けに実施される記

者会見や各関係者向けに実施する公式会議で同時通訳の管理・運営を行う。 

（２）基本方針 

  ア 遠隔同時通訳センター（Remote Interpretation Center (RIC)）を設置し、記者

会見等での発言者映像と音声をライブ受信し、それに対して通訳音声を会場へ戻

す遠隔通訳を利用し、同時通訳サービス（いわゆる、遠隔同時通訳サービス）を

実施する。 

   イ 仕様書に規定する言語で、記者会見や公式会議での同時通訳を実施する。 

（３）主な業務内容 

  ア 遠隔同時通訳サービス運営の事前準備 

業務責任者及び通訳コーディネーターを配置したうえで、遠隔同時通訳サービ

スの運営計画書及びマニュアルを作成する。そのうえで、大会期間中に使用する

遠隔同時通訳プラットフォームを構築するとともに、遠隔同時通訳機材設置場所

の事前確認及び同機材の手配をする。また、同時通訳者及び技術者（エンジニア）

を手配及び確保し、大会期間中円滑にサービスを提供できるよう準備する。 

  イ 大会期間中の遠隔同時通訳の運営 

   メインオペレーション拠点及び遠隔同時通訳センター（RIC）(名古屋及び東京)

を設置、運営する。また、必要な言語数の同時通訳者及び各記者会見会場に技術

者（エンジニア）を配置、マネジメントし、遠隔同時通訳サービスを提供する。 

 

３ 愛知・名古屋 2026大会における使用言語 

（１）アジア競技大会の使用言語 

   言語は、日本語、英語、中国語、韓国語、ロシア語、アラビア語の６言語とする。

なお、リレー通訳による場合、ピボット言語又はキー言語（基幹となる言語）は日

本語を予定するが、英語とする方が受託者として円滑な運営ができる場合は、委託

者へ提案できるものとする。 

 

（２）アジアパラ競技大会の使用言語 

  言語は、日本語と英語の２言語とする。 
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４ 契約期間 

  契約締結日から 2026 年 11月 30日（月） 

 

５ 業務内容 

受託者は、委託者の指示に従い、以下の業務を行う。なお、企画・実施の具体化や

仕様書の定めにない事項については、委託者と協議の上、決定すること。 

 

（１）遠隔同時通訳サービス運営事前準備業務  

   大会期間中、遠隔同時通訳サービス運営業務を円滑に遂行するための準備を行う。 

ア 業務責任者及び通訳コーディネーターの配置 

  （ア）業務責任者 

本業務の責任者として、委託者の窓口となり、大会期間中の遠隔同時通訳サ

ービスの運営を委託者とともに計画し、準備を行う。なお、大会期間中はメイ

ンプレスセンター（以下「MPC」という。）へ設置するメインオペレーション拠

点で活動すること。 

（イ）通訳コーディネーター 

通訳コーディネーターは、委託者と通訳者の間に立って調整を行う。条件に

合った通訳者を選定し、事前準備から通訳終了後のフォローまでを行い、通訳

がスムーズに遂行されるように支援する。通訳コーディネーターの選出にあた

っては、過去 10 年以内に大規模国際スポーツ大会又は国際会議において通訳

コーディネーター業務を少なくとも２回以上担当した者とすること。 

なお、業務責任者と通訳コーディネーターを兼務することも可能とする。 

 

イ 遠隔同時通訳サービス運営計画書の作成 

   大会期間中の遠隔同時通訳を円滑に進めるため、遠隔同時通訳の運営計画書を

作成する。そこには、本業務の受託者側の体制、大会までの準備計画、遠隔同時

通訳システムの構造や利用手順、聴衆者の聴取方法を含めること。計画書作成に

あたり必要な情報は委託者に確認すること。なお、運営計画書の素案を契約締結

日から１か月以内に委託者へ提出し、委託者と協議の上、２か月以内に計画書を

提出すること。なお、提出後に修正が必要となった場合は、計画書を改定し、再

度提出すること。 

 

ウ 遠隔同時通訳サービス運営マニュアルの作成 

大会期間中に本業務にかかわる関係者が保有することを目的に、遠隔同時通訳

の実施手順や大会期間中の注意事項等必要事項をまとめたマニュアルを作成する

こと。その際、必要な情報は委託者に確認すること。なお、提出後に修正が必要

となった場合は、マニュアルを改定し、再度提出すること。 

 

エ 遠隔同時通訳プラットフォームの構築 
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     大会期間中の同時通訳は、遠隔で同時通訳を提供することに特化して開発され

たプラットフォーム（遠隔同時通訳プラットフォーム又は RSI Platform を指す。）

を活用するため、遠隔同時通訳プラットフォームを準備する。その際、一般的な

オンライン会議ツール（Zoomや Teamsなど）を聴衆向けの遠隔同時通訳サービス

として提供することは不可とする。なお、会場での聴取においては、聴衆各自が、

受託者で準備する遠隔同時通訳プラットフォームのウェブサイトやスマートフォ

ンアプリ（iOS、Androidの双方に対応していること）を利用して同時通訳を聴取

することとし、会場内でレシーバー（受信機）を配布しないこととする。 

 

オ 遠隔同時通訳機材設置場所の事前確認 

 遠隔同時通訳機材を設置する MPC 内記者会見会場２室及び 58 の競技会場（別

添１参照）内記者会見会場を事前に調査すること。そこでは、遠隔同時通訳機材

を設置する位置を確認するとともに、室内の配線位置や実際に機材を設置する時

に必要な備品等の洗い出しを行う。 

 

カ 遠隔同時通訳機材の手配 

    大会期間中、必要な期間に過不足なく会場に遠隔同時通訳機材を配置できるよ

う準備する。 

 

キ 同時通訳者及び技術者(エンジニア)の手配及び確保 

    大会期間中に必要な同時通訳者及び技術者（エンジニア）を適切に配置できる

よう、人材を手配及び確保すること。なお、人材が不足していることが明白な場

合は、事前に配置予定の人材に対して十分な訓練及び経験を積ませ、大会期間中、

経験不足を原因とする運営の滞りが起こらないようにすること。 

（ア）同時通訳者  

・仕様書に規定する言語で一斉に行われる記者会見数に対応できるように必

要人数を確保すること。 

・通訳者の手配にあたっては、候補となる通訳者の略歴書等実績を把握できる

書類等を委託者に提出し、事前に了解を得ること。 

・英語を除き、同時通訳の一部については、AI通訳を活用する提案も可とする。 

（イ）技術者（エンジニア） 

・MPC 記者会見会場 2 室及び 58 の競技会場に設置される記者会見会場に配置

する。 

 

 ク その他 

   組織委員会では、大会で実施する競技の一部において、大会の成功に向けて、

競技運営及び大会運営の能力を高めることを目的としてテストイベントを実施す

る予定である。そこでは、記者会見及びそれに付随する遠隔同時通訳の運営を確

認する予定としていることから、当該イベントの委託業務が周知された場合には、

積極的に契約に参加すること。 
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（２）同時通訳運営業務 

    ア メインオペレーション拠点の設置及び運営 

    大会期間中の遠隔同時通訳運営のメインオペレーション拠点（MPC内）を設置

し、期間中の遠隔同時通訳の総合的な運営を行う。 

  【設置期間及び場所】 

〇期間：2026 年９月８日（火）から 2026 年 10 月 26 日（月）まで計 49 日間 

・搬入日:2026 年９月８日（火） 

・撤去日:2026 年 10月 26日（月） 

〇場所：ポートメッセなごや（名古屋市港区金城ふ頭３丁目２−１） 

  【受託者で準備する物品等】 

   〇業務で使用するパソコン及び携帯電話（※） 

    ※携帯電話は、東京近郊に設置する遠隔同時通訳センター拠点(以下「サテラ

イト拠点」という。) や記者会見会場の技術者（エンジニア）など関係者と

のコミュニケーションに使用。なお、委託者（組織委員会言語サービス責任

者や担当者）から直接関係拠点に連絡する場合もあるため、両者が共有して

携帯電話を使用できるようにすること。 

   〇その他、文具用品など当該拠点で必要とする消耗品や什器。 

    

 

 

 

 

    イ 遠隔同時通訳センター(RIC)名古屋拠点の設置及び運営 

    ６（２）アの拠点を設置する MPC内に日本語-英語に対応する通訳ブースを設

置し、大会期間中の遠隔同時通訳に対応する。 

  【設置運営期間及び場所】 

     〇期間：2026 年９月８日（火）から 2026年 10 月 26 日（月）まで計 49 日間 

      必要な通訳ブース数：２基（日本語-英語×記者会見２件を同時に実施） 

 ・搬入日：2026 年９月 8日（火） 

・撤去日：2026 年 10月 26日（月） 

   〇場所：ポートメッセなごや（名古屋市港区金城ふ頭３丁目２−１） 

  【運営者の配置】 

   〇通訳コーディネーター（責任者）１名 

   〇通訳コーディネーター（アシスタント）１名以上 

   〇技術者（チーフ、アシスタントエンジニア含む。）６名以上 

  【受託者で準備する物品等】 

   〇通訳ブース２基 

   〇通訳ブース内に設置する机及び椅子(※) 

        ※使用施設に机及び椅子の在庫がある場合は利用可能となるが、受託者が持

【委託者で準備する備品等(予定)】 

・事務机（折りたたみ机）・椅子・キャビネット・プリンター 
・冷蔵庫・電子レンジ・電気ポット・ハンガーラック・傘立て 
・通信回線 
※一部の備品は、同室となる部署と共用。 
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ち込む通訳ブースのサイズによっては対応できないため、原則受託者で準

備すること。 

    ※同時通訳ブース横に設置する機材用の机及び椅子は委託者側で用意する。 

 

 

 

 

 

 

ウ 遠隔同時通訳センター(RIC)東京拠点の設置及び運営 

大会期間中、遠隔同時通訳拠点を東京近郊に設置する。拠点は、受託者が所

有する通訳センターを基本とするが、受託者で所有しない又は所有する規模で

は本委託業務で利用するには十分でない場合、別途、会議室等を用意し、通訳

センターの代わりとなる施設を準備すること。なお、運営にあたっては、仕様

書に規定の言語を使用し、記者会見における同時通訳を実施できる体制を確立

すること。 

【設置期間及び場所】 

 〇期間： 

① 2026年９月 12日（土）から 2026年９月 18日（金）まで 

 必要な通訳ブース数:10基(日本語×5言語×記者会見２件を同時に実施) 

② 2026年９月 19日（土）から 2026年 10月４日（日）まで 

   必要な通訳ブース数:25基(日本語×5言語×記者会見５件を同時に実施）   

③ 2026年 10 月 18日（日）から 2026年 10月 24日（土）まで 

 必要な通訳ブース数：５基(日本語-英語×記者会見５件を同時に実施） 

〇場所：受託者所有の通訳センター又は貸会議室（東京近郊）  

  【運営者の配置】 

   〇通訳コーディネーター ２名以上 

   〇技術者（チーフ、アシスタントエンジニアを含む。）３名以上 

  【受託者で準備する物品等】 

   〇通訳ブース (※) 

   〇同時通訳機材(※) 

   〇通訳ブース内に設置する机及び椅子 

   〇携帯電話などの通信機器（メインオペレーション拠点や会場の技術者（エン

ジニア）など関係者とのコミュニケーションに利用） 

   ※既設の通訳ブース、既設の機材を活用することも可。 

   エ 記者会見会場における遠隔同時通訳機材の設置及び運営 

各記者会見会場に遠隔同時通訳機材を設置し、遠隔同時通訳実施時には機材

の操作を行う。そこでは、記者会見の音声及びライブ映像を、遠隔同時通訳シ

ステムを通じて RICへ送るとともに、同時通訳音声を会場へ戻す。なお、搬出

入や設営撤去にあたっては、委託者と協議の上、会場ごとに機材の搬出入及び

【設置を予定する RIC名古屋拠点仕様】 

 ・面積：64㎡   
 ・天井高：2.7ｍ 
 ・コンセント 6口 

【委託者で準備する備品等(予定)】 

 ・通信回線 
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設営撤去に係る運用計画を策定する。 

    【設置期間及び場所】 

   〇期間：2026年９月 8日(火）から 2026年 10月 26日（月）までのうち MMCが

稼働している期間又は競技が実施される期間 

 ・搬入日：機材設置会場のバンプイン最終日 

・撤去日:機材設置会場での遠隔同時通訳実施最終日又はその翌日 

   〇場所：MPC内記者会見会場 2室 

       （名古屋市港区金城ふ頭３丁目２－１） 

       各競技会場に設置される記者会見会場（別添１参照） 

  【運営者の配置】 

   〇技術者１名以上 

  【受託者で準備する物品等】 

   〇遠隔同時通訳機材一式（パソコン、カメラ、音声ミキサー等） 

   〇携帯電話などの通信機器（メインオペレーション拠点やサテライト拠点の関

係者とのコミュニケーションに利用） 

   

 

 

    オ 公式会議における同時通訳業務 

（ア）OCA総会 

   a 日 数：1 日（８時間程度） 

   b 言語数：２言語（日本語・英語） 

   c 人 数：常時２名 

d 備 考：同時通訳ブースは組織委員会の担当部署で用意し、本業務では同

時通訳者のみ派遣する。 

（イ）APC理事会 

   a 日 数：1 日（８時間程度） 

   b 言語数：２言語（日本語・英語） 

   c 人 数：常時２名 

d 備 考：同時通訳ブースは組織委員会の担当部署で用意し、本業務では同

時通訳者のみ派遣する。 

（ウ）選手団団長会議 

    a 日 数：23 日間（アジア競技大会）、14日間（パラ競技大会） 

(各日１時間程度） 

   b 言語数：２言語（日本語・英語） 

   c 人 数：常時２名 

d 備 考：同時通訳ブースは組織委員会の担当部署で用意し、本業務では同

時通訳者のみ派遣する。 

 

カ 同時通訳者及び技術者(エンジニア)のマネジメント 

【委託者で準備する備品等（予定）】 

・折りたたみ机 1台・椅子 2脚・通信回線・コンセント 2口 
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大会期間中の同時通訳者及び技術者（エンジニア）のシフトを計画し、適正

に管理すること。シフトの作成にあたっては、委託者と綿密に協議するととも

に、競技スケジュールを考慮すること。また、本大会では、メダリスト会見は

試合終了後に実施されるメダルセレモニーの後に行われるため、試合時間の延

長等により会見時間が予定より遅れる場合や、記者会見開始が深夜になる場合

がある。 

 

   ＜オペレーション・マネジメントのイメージ図＞ 

 

 

６ 実施報告書の作成及び納品 

受託者は、本業務を完了したときは、すみやかに当該委託業務の成果品及び業務完

了届を委託者に納入・提出しなければならない。 

（１）業務完了届（任意様式） 

（２）納品物 

ア 事業実績報告書 

 ・RIC及び会場ごとの機材の運用、同時通訳者及びエンジニアの稼働実績（搬出入

日、同時通訳実施日・時間）を含めること。 

・各種業務の実施状況を示す現場写真や証明書等を添付すること。 

【提出媒体】：①紙媒体１部（任意様式） 

②電子媒体１式（PDF様式、CD-R等に保存） 

イ 業務過程で作成したマニュアル等の成果物 

【提出媒体】：電子媒体１式（CD-R等に保存） 

（３）提出先 

公益財団法人愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会 

国際課 NOC・NPC リレーショングループ 

（名古屋市中区三の丸三丁目２番１号 愛知県東大手庁舎５階） 

（４）提出期限 

2026年 11月 30日（月） 

 

７ 事業実施における留意事項 
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（１）契約金額内訳書の提出 

受託者は、仕様書に基づいて契約金額内訳書を作成し、委託者に提出し、その

承認を受けなければならない。 

（２）大会に関する事項の変更 

この仕様に定める業務のほか、競技会場及び競技スケジュール等大会に関する事

項は、今後変更となる場合がある。委託者は本業務を履行するために必要であり、

かつ、やむを得ないと認めるときは、仕様書の内容を変更することができる。この

変更によって本業務の業務内容が一部変更された場合、委託者は契約金額を変更す

ることができる。この場合において、契約金額の減少による受託者の契約解除権は

発生しない。 

（３）使用機材一覧表の提出 

    施設における使用電力量を把握するため、①メインオペレーション拠点、②遠

隔同時通訳センター（RIC）名古屋拠点、③記者会見会場で使用する予定の機材一

覧を契約締結日から２か月以内に委託者へ提出すること。 

（４）受託者の宿泊 

受託者は、業務履行において東京エリア以外での宿泊が必要となる場合、委託

者がホテルの手配及び宿泊費用の支払を行うことから、委託者へ相談の上、宿泊

手配に関する指示を受けること。 

（５）アクレディテーションカードの申請及び発行 

受託者は、本業務に従事する関係者（業務責任者及び通訳コーディネーター

（名古屋拠点に限る。）、同時通訳者（名古屋拠点に限る）、技術者（サテライト拠

点以外のエンジニア））がアクレディテーションカード(※)の発行を受けるにあた

り、それらの者から発行に必要な情報を収集し、定められた期限までに委託者へ

申請すること。なお、申請・発行にあたっては、対象者（個人）の氏名、住所、

顔写真、生年月日といった情報のほか、本人確認が可能な顔写真付きの公的書類

（パスポート、運転免許証、マイナンバーカードなど）に記載の番号(個人番号

(いわゆるマイナンバー)を除く。) 、有効期限等を要する場合がある。発行され

たカードの取扱いについては、委託者より指示を受けること。 

※アクレディテーションカード:大会関係者等の身分を証明するとともに、職務を果すために

必要なエリアへのアクセス権を付与するもの。 

（６）持続可能性の確保について 

  契約者は、本契約の履行に際し、組織委員会が別に定める「持続可能性に配慮し

た調達コード」の内容を理解し、これを遵守しなければならない。 
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＜アジア競技大会会場一覧＞ 

 競技 種別 会場名 所在地 

1 

水泳 

競泳/飛込 東京アクアティクスセンター 東京都江東区辰巳２丁目２−１ 

2 アーティスティックスイミング 古橋廣之進浜松市総合水泳場[ToBiO] 静岡県浜松市中央区篠原町 23982-1  

3 水球 名古屋市総合体育館 [レインボープール] 愛知県名古屋市南区又兵エ町 5-1-5 

4 マラソンスイミング 新舞子マリンパーク 愛知県知多市緑浜町２ 

5 アーチェリー  岡崎中央総合公園多目的広場 愛知県岡崎市高隆寺町字峠 1 

⑥ 

陸上競技 

トラック/フィールド 名古屋市瑞穂公園陸上競技場 愛知県名古屋市瑞穂区山下通 5-1 

⑥ マラソン 名古屋市瑞穂公園陸上競技場(都心コース)  愛知県名古屋市 

7 競歩 愛知県庁・名古屋市役所周辺コース 愛知県名古屋市中区三の丸 

8 バドミントン  一宮市総合体育館 愛知県一宮市光明寺字白山前 20 

9 バスケット

ボール 

バスケットボール ウィングアリーナ刈谷 愛知県刈谷市築地町荒田 1 番地 

10 ３×３ 金城ふ頭駅前特設コート 愛知県名古屋市港区金城ふ頭３丁目 

11 ボクシング  西尾市総合体育館 愛知県西尾市小島町大郷１−１ 

12 カヌー・ 

カヤック 

スプリント 三好池 愛知県みよし市三好町池ノ原 

13 スラローム 矢作川カヌースラロームコース  愛知県豊田市池島町 

14 

自転車競技 

トラックレース 伊豆ベロドローム 静岡県伊豆市大野 1826 

15 ロードレース 新城市内発着コース 愛知県新城市 

16 マウンテンバイク 小幡緑地 愛知県名古屋市守山区大字牛牧字中山 1632-1  

17 BMXレース 名古屋競輪場 BMX レースコース 愛知県名古屋市中村区中村町字高畑 68  

⑱ BMXフリースタイル 愛知県国際展示場[Aichi Sky Expo]  愛知県常滑市セントレア 5-10-1 

19 馬術 馬場馬術/総合馬術/障害馬術  JRA馬事公苑 東京都世田谷区上用賀 2-1-1 

⑱ フェンシング  愛知県国際展示場[Aichi Sky Expo]  愛知県常滑市セントレア 5-10-1 

20 

サッカー 

 豊田スタジアム 愛知県豊田市千石町 7-2 

21  名古屋市港サッカー場 愛知県名古屋市港区野跡 4-11-12 

22  ウェーブスタジアム刈谷 愛知県刈谷市築地町荒田 1 

23  名古屋市瑞穂公園ラグビー場 愛知県常滑市セントレア 5-10-1 

24  長良川競技場 岐阜県岐阜市長良福光大野 2675-28 

25  小笠山総合運動公園エコパスタジアム 静岡県袋井市愛野 2300-1 

26  京都府立京都スタジアム 京都府亀岡市亀岡駅北１丁目 8−２  

27  長居陸上競技場 大阪府大阪市東住吉区長居公園１−１ 

28  神戸総合運動公園ユニバ―記念競技場 兵庫県神戸市須磨区緑 

29 ゴルフ  春日井カントリークラブ東コース 愛知県春日井市西尾町 1071 

30 体操 体操/新体操/トランポリン 名古屋市総合体育館[レインボーホール] 愛知県名古屋市南区東又兵ヱ町 5-1-16  

31 
ハンドボール 

 春日井市総合体育館 愛知県春日井市鷹来町 4196-3 

32  豊田合成記念体育館[エントリオ] 愛知県稲沢市下津北山 1-16-4 

33 ホッケー  岐阜県グリーンスタジアム 岐阜県各務原市下切町 6-1-4 

㉞    柔道  愛知県新体育館[愛知国際アリーナ]  愛知県名古屋市北区 

35 近代五種 
レーザーラン/障害物レー

ス/フェンシング/水泳 安城市総合運動公園陸上競技場他 愛知県安城市新田町池田上 1 

別添１ 
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 競技 種別 会場名 所在地 

36 ローイング  長良川国際レガッタコース 岐阜県海津市/愛知県愛西市 

⑥ ラグビー  名古屋市瑞穂公園ラグビー場 愛知県名古屋市瑞穂区山下通 5-4 

37 セーリング  海陽ヨットハーバー 愛知県蒲郡市海陽町 1-7 

38 射撃  愛知県総合射撃場 愛知県豊田市宇連野町ウネ畑 12-95 

39 卓球  スカイホール豊田 愛知県豊田市八幡町 1-20 

㊵ テコンドー  豊橋市総合体育館 愛知県豊橋市神野新田町字メノ割 1-3 

41 テニス テニス/ソフトテニス 名古屋市東山公園テニスセンター 愛知県名古屋市天白区天白町八事裏山 60-19 

42 トライアスロン  蒲郡市内特設コース 愛知県蒲郡市 

43 

バレーボール 
バレーボール 

岡崎中央総合公園総合体育館 愛知県岡崎市高隆寺町字峠 1 

44 小牧市スポーツ公園総合体育館  愛知県小牧市間々原新田 737 

45 ビーチバレーボール 碧南緑地ビーチコート 愛知県碧南市港本町 1-1 

46 ウエイトリフティング  名古屋市中小企業振興会館 愛知県千種区吹上 2-6-3 

㉞ レスリング 
フリースタイル/ 
グレコローマンスタイル 愛知県新体育館[愛知国際アリーナ]  愛知県名古屋市西区 

㉞ ブレイキン  愛知県新体育館[愛知国際アリーナ]  愛知県名古屋市西区 

⑱ スケートボード  愛知県国際展示場[Aichi Sky Expo]  愛知県常滑市セントレア 5-10-1 

47 スポーツクライミング  名古屋市国際展示場[ポートメッセなごや]  名古屋市港区金城ふ頭 

48 サーフィン  田原市赤羽町大石海岸(ロングビーチ)他 愛知県田原市 

㊾ クラッシュ  愛知県武道館 愛知県名古屋市港区丸池町 1-1-4 

㊾ 武術太極拳  愛知県武道館 愛知県名古屋市港区丸池町 1-1-4 

50 カバディ  東海市民体育館 愛知県東海市高横須賀町桝形 1-1 

51 セパタクロー  名古屋市瑞穂公園体育館 愛知県名古屋市瑞穂区田辺通 3-2 

㊾ 柔術  愛知県武道館 愛知県名古屋市港区丸池町 1-1-4 

52 
野球・ 

ソフトボール 

野球 
岡崎中央総合公園野球場 愛知県岡崎市高隆寺町字峠 1 

53 豊田市民球場 愛知県豊田市高町 4-97 

54 ソフトボール 安城市総合運動公園ソフトボール場 安城市新田長新定 47 

㊵ 空手  豊橋市総合体育館 愛知県豊橋市神野新田町字メノ割 1-3 

55 スカッシュ  名古屋金城ふ頭アリーナ 愛知県名古屋市港区金城ふ頭 2-7 

⑱ Eスポーツ  愛知県国際展示場[Aichi Sky Expo]  愛知県常滑市セントレア 5-10-1 

※１ 異なる競技・種別で同一の施設を使う場合は、数字に〇あり。 

※２ 競技・種別及び競技会場は、今後変更となる場合がある。 
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＜アジアパラ競技大会会場一覧＞ 

 競技 種別 会場名 所在地 

1 アーチェリー  岡崎中央総合公園多目的広場他 愛知県岡崎市高隆寺町字峠 1 

2 陸上競技  名古屋市瑞穂公園陸上競技場 愛知県名古屋市瑞穂区山下通 5-1 

3 バドミントン  一宮市総合体育館 愛知県一宮市光明寺字白山前 20 

4 ボッチャ  西尾市総合体育館 愛知県西尾市小島町大郷１−１  

5 
自転車競技 

トラックレース 伊豆ベロドローム 静岡県伊豆市大野 1826 

6 ロードレース 日本サイクルスポーツセンターサーキット 静岡県伊豆市大野 1826 

7 ブラインドフットボール  名古屋市鶴舞公園多目的グラウンド[テラスポ鶴舞] 名古屋市昭和区鶴舞 1-1-156 

8 ゴールボール  豊橋市総合体育館 愛知県豊橋市神野新田町字メノ割 1-3 

9 柔道  愛知県武道館 愛知県名古屋市名東区猪高町高針字山の中 20-1  

10 パワーリフティング  名古屋市中小企業振興会館 愛知県千種区吹上 2-6-3 

11 射撃  愛知県総合射撃場 愛知県春日井市鷹来町 4196-3 

12 バレーボール（座位）  岡崎中央総合公園総合体育館 愛知県岡崎市高隆寺町字峠 1 

13 水泳  名古屋市総合体育館[レインボーホール] 愛知県名古屋市南区東又兵ヱ町 5-1-16  

14 卓球  スカイホール豊田 愛知県豊田市八幡町 1-20 

15 テコンドー  名古屋市瑞穂公園体育館 愛知県名古屋市瑞穂区田辺通 3-2 

16 車いすバスケットボール  愛知県新体育館[愛知国際アリーナ]  愛知県名古屋市西区 

17 車いすフェンシング  名古屋市稲永スポーツセンター 名古屋市港区野跡 5-1-10 

18 車いすラグビー  ウィングアリーナ刈谷 愛知県刈谷市築地町荒田 1 番地 

19 車いすテニス  名古屋市東山公園テニスセンター 愛知県名古屋市天白区天白町八事裏山 60-19 

※１ アジアパラ競技大会のみで使用する会場は、数字に□あり。それ以外は、アジア競 

技大会で共通して使用。 

※２ 競技・種別及び競技会場は、今後変更となる場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


